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雜 報

〓人 事

陸軍軍醫少佐 古田 壽 次

昭和十三年四月蜻國神社臨時大祭委員ヲ命ス

(三月二十九日)

岡山醫科大學助教授 林 香 苗

陞織高等官 三等

(四月 一日

十級俸下賜 防疫醫 木 下 武 男

(四月三十一日

岡山醫科大學教授 津 田 誠 次

補岡山醫科大學附屬醫院長

職務俸金千九百五拾圓下賜

岡山醫科大學教授 畑文 平

依願岡山醫科大学附屬醫院長ヲ免ス

職務俸金千七百拾圓下賜

(四月六日)

臺北帝國大學附屬醫學専
門部教授從五位勲五等 杉山 九 一

陞敍高等官二等

(四月七日)

從六位勲六等 倉 内嘉 也

敍勲五等授瑞寳章

(四月六日)

臺北帝國大學附屬
醫學專門部教授 杉山 九 一

依願免本官

(四月 八 日)

○藤井敏夫君 は今般岡山市民病院を辭し岡山醫

科大學北山内科教室に於て研究に從事せられたり

○菊地岩雄君 は今般日本赤十字社兵庫支部病院

を辭し岡山醫科大學石山外科教室に於て研究に從

事せられたり

○奥田浩三君 は豫て岡山醫科大學石山外科教室

に於て研究中なりしが今囘三原市川西病院に勤務

せられたり

○山村 稔君 は豫て岡山醫科大學石山外科教室

に於て研究中なりしが今般高知市楠病院に勤務せ

られたり

○住友文治君 は豫て岡山醫科大學石山外科教室

に於て研究中なりしが今般岐阜縣笠松町松波病院

に勤務せられたり

○井戸福秀君 豫 て福岡市に於て開業中なりし同

君は今般熊本縣球郡黒肥地村に轉住せられたり

○舟木文夫君 は先般日本赤十字社兵庫支部診療

所を辭し大阪市浪速區恵美須町3丁目 に轉居せら

れたり

阿南一夫 君 君は明治38年 岡山醫學専門

學校を卒業し大分縣大野郡上井田村に於て

開業し居られしが本月4日遠逝 せられたり

と寔に哀悼に堪へず謹みて茲に弔意を表す

〓學位授與

京極一久君は豫て論文を岡山醫科大學に提出し學

位を請求し居られしが本年2月21日 の教授會を

通過し本月4日醫 學博土の學位を授せ與せられた

り其主論文及参考論文は次の如し

主論 文

膽汁酸ノ立體異性化 ト其ノ生化學的意義ニ就テ

其1 蟇體 内ニ於ケル 「デヒドロ.デゾ オキシ

ヒヨール酸」ノ「α.β.3オキシ.12ケ ト.ヒ ヨ

ラン酸」ヘノ轉移ニ就テ(昭 和12年獨逸 生

理學雜誌第246巻ニ發 表ス)
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其2 蟇體 内ニ 於 ケル「レ ドク ト.デ ヒ ドロ.ヒ

ヨー ル酸 」ノ運 命竝ニ「3オ キシ.12ケ ト.ヒ

ヨ ラン酸」 ノ2, 3生 化學的 研 究(昭 和13年

1月獨逸生 理 學雜 誌ニ發 表)

参 考論 交

其1 睾 丸剔 出家 兎ニ 於ケ ル「ク レアチ ン,竝 ニ

「タレアチニ ン」尿 中排泄 ト植物 神經 作 用 トノ

關 係 ニ就 テ(昭 和13年1月 岡山醫 科大學欧

文 業 府ニ發 表)

其2 蟇體 内ニ 於 ケル「デ ヒ ドロ.ヒ ヨール酸 」

並ニ 「デ ヒ ドロ・ デ ゾオキ シ.ヒヨー ル酸 」ノ

運命ニ 就 テ(山 崎三 省 ト共 著)(昭 和10年

獨逸 生理 化學 雜誌 第233巻 ニ發 表 ス)

其3 蟇體 内ニ 於 ケル「デ ヒドロ,ヒヨー ル酸 」

ヨ リ「β-3オキ シ.7. 12.デ イ ケ ト.ヒ ヨラ ン

酸 」ノ生成ニ 就 テ(山 崎 三省 ト共 著)(昭 和

10年獨逸 生理 化 學雜 誌第235巻ニ發 表 ス)

〓入學許可

岡山醫科大學にては本年度(定 員80名)の 學生を

募集したるも定員に充たざりしを以て第2次 募集

をなし次の76名 に入學を許可したり

板 野 誠(岡山) 井 崎 太 郎(鳥取)

石 田 牧 作(岡山) 市 原 典 彦(高 知)

池 田 賢(香 川) 浦久保富士男(和歌山)

大 藤 眞(岡山) 岡 崎 三 郎(岡山)

小 川達 海(岡山) 小 川 彌彦(廣 島)

長田 不二彦(岡山) 奥村 諒 平(茨 城)

大瀬戸 弘隆(廣 島) 奥 野 寛(廣 島)

大 塚輝 明(徳島) 小 原美 夫(茨 城)

河 田治 行(岡山) 川 田 清 徳(香 川)

河 村 雅 雄(東 京) 金 武正 躬(香川)

金 光 虎 雄(廣 島) 木 田 恵 三(岡 山)

桐 野 明 夫(岡山) 桑 島 俊 之(香 川)

久 池 井 巖(佐 賀) 國 越 宇 市(香 川)

近 藤 善 次(廣 島) 衣川 弘 道(京 都)

小 山 豪(岡 山) 小 谷 晴 彦(鳥取)

清 水 光 男(岡 山) 鈴 木 一 彦(静 岡)

住吉 克 巳(徳 島) 竹 内 位(山 梨)

田 中恒 治(山 口) 田 中頼 巳(廣 島)

竹 田達 男(京 都) 高 島 正 臣(高 知)

田 邊 欽 二(廣 島) 千 阪 正(京 都)

筒 井 深(京 都) 堤 健二(福 岡)

鳥取 秋 彦(岡 山) 徳 田 幹 夫(岡 山)

永田 武 松(大 阪) 西 原 庸 一(愛 媛)

新 田 榮 一(岐 阜) 額 田 秋(岡山)

軒 原 良 正(香 川) 野 村 典作(岡山)

長谷川 富男(大 阪) 橋 本豐 春(長 崎)

長谷川 榮一(岡 山) 萩 原 貞 二(埼 玉)

濱崎 熊四郎(高 知) 平 井 依(岡 山)

平 田 博(兵庫) 福 家 五 郎(徳 島)

二 岡 甫(島 根) 藤 原 聞 一(岡 山)

松 原 正(青 森) 松 本 博(香 川)

槇 林守 正(山口) 松 本 節(東 京)

水 内 健 次(岡 山) 三 木 直 二(岡山)

宮 島富 徳(岡 山) 村 井 司(山 口)

森 紀 久 男(佐 賀) 山 木 正(愛 知)

矢 野 邦 輔(香 川) 山 本 邦義(秋 田)

山 崎 眞(千 葉) 山 崎 直文(廣 島)

結 縁 晃祥(岡 山) 横山 昌 男(兵 庫)

〓 岡 山 醫 學 會 第388囘 通 常 會

同會 は本年5月19日 午後4時 より岡山醫科大學に於て開會す
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